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概要：新型コロナウィルスの影響を受け，ハンズフリーなインタフェースの重要性が高まっている．その中でも視線
入力は多様な機器に利用されており，病気などの要因によって身体を思うように動かせない人々にとっても有望な入
力手段である．しかしながら視線の特性上，入力速度を正確かつ高速にすることが難しい．瞬きなどの動作を併用す

る手法も提案されているが，生理反応によって無意識に生じる身体動作でもあるため，安定した利用が難しい．そこ
で本研究は，高速かつ正確な入力が可能なハンズフリーインタフェースの実現を目的とし，頬動作を検出するマスク
型デバイスのプロトタイプシステムを開発し，視線入力装置への応用を試みた．  
 
 
 
 

 

 
 
図 1 マスク型デバイスのプロトタイプ．左図のマスク両端の黒い部分が頬動作検出用布型センサであり，中央図のように

左頬を膨らませる動作を周期的に繰り返した際の出力値を右図に示す． 
 
 

1. はじめに     

 新型コロナウィルスの影響を受け，ハンズフリーで利用

可能なインタフェースの重要性が高まっている．その中で

も視線入力は多様な機器に利用されており，病気などの要

因によって身体を思うように動かせない人々にとっても有

望な入力手段となっている．しかしながら視線の特性上，

入力速度を正確かつ高速にすることが難しい．瞬きなどの

動作を併用する手法も提案されているが，生理反応によっ

て無意識に生じる身体動作でもあるため，安定した利用が

難しいという問題がある．そこで本研究は，高速かつ正確

な入力が可能なハンズフリーインタフェースの実現を目的

とし，頬動作を検出するマスク型デバイスのプロトタイプ

システム（図 1）の開発を進めた．本稿では，その概要と
視線入力等への応用例について記述する． 
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2. 関連研究 

 マスクを各種入力インタフェースとして利用する研究は，

これまでにも広く取り組まれている．例えばマスクに取り

付けた静電容量センサを用いて口の動きを検出して利用す

る研究開発や[1] ，呼吸に伴う吸気・排気動作を認識して
インタフェースを操作するデバイスの開発[2]，画像処理手
法やマスク内部の近接センサを用いた表情推定技術等の開

発が進んでいる[3] [4]．マスク内部．近年ではスマートフ
ォンと連携して音声入力が可能なスマートマスクの開発も

進んでおり，商品化も進みつつある[5]． 
 上述のように様々なマスク型デバイスが実現されている

ものの，本研究で対象とするような頬動作の利用に着目し

たもの，および視線入力への応用を目指して設計されたも

のはこれまで扱われてこなかった．これに対し本研究では，

比較的単純な頬動作のみをインタフェースへの入力動作と

して扱うことで，簡単な構造で精度よく任意の頬動作を認

識できるシステムの開発を進める．さらには，取得された

頬動作の認識結果をキーボード入力などのアプリケーショ

ンへ活用することで，既存の視線入力技術をより利用しや

すくできる取り組みを進める． 



  
 

  
 

3. マスク型デバイスの視線入力への応用 

 本研究で対象とする頬動作を検出するタッチセンサとし

て，これまでウェアラブルロボット等の開発に利用してい

た，通気性を備えた布型の静電容量型センサを用いた[6]．
当該センサをマスク両端部分に取り付けることで，ユーザ

が頬を膨らませた際にその部位に身体が触れることに伴う

静電容量の変化を検出可能になり（図 1），マウスのクリッ
ク動作に相当するコマンドを任意のタイミングで実行可能

となる．本研究では，任意の閾値を一定時間超える出力が

得られた時にボタンをクリックした状態として認識するよ

うに設計し，マウスの右・左ボタンをマスクの右・左部分

に取り付けたタッチセンサに割り当てた． 
 視線入力装置として，Tobii Eye Tracker 4Cを利用した[7]．
本デバイスを用いることで，視線入力によるマウスカーソ

ルの制御が可能となる．当該デバイス単体でもソフトウェ

アキーボードなどを用いた文字入力をハンズフリーで行え

るが，視線入力の問題点として，決定動作に時間がかかる

ことが挙げられる．多くの場合，ターゲット選択時の決定

動作として視線滞留時間を使うため，決定までに時間が掛

かり，総じてパソコンやスマホ等の標準的な入力インタフ

ェースと比較して入力速度が遅いという問題がある．これ

らの問題を解決するため，我々が開発を進めるマスク型デ

バイスの頬動作をマウスの右クリック・左クリックのコマ

ンドと紐づけることで，視線滞留時間を用いた決定動作に

比べて高速な入力が可能となった（図 2）． 

4. 考察 

本研究では，マスク型デバイスを通じて頬動作を認識し，

マウスの右クリック・左クリックに相当するコマンドを制

御可能にするとともに，それを利用した視線入力を用いた

キーボード入力装置の高速化の検討を進めた．マスク型デ

バイスを用いた発展的な取り組みとして，より多くのタッ

チセンサをマスク型デバイスに取り付け，複雑な入力作業

を可能にすることが挙げられる．例えば上唇・下唇近くに

もタッチセンサを取り付けて上下左右キーを代替すること

で簡単なゲームコントローラとしての利用も可能であろう． 
 なお本研究で利用したタッチセンサは静電容量型である

ことから，利用者に応じたキャリブレーションや，長期間

利用した際のセンサ・マスクのずれによる誤動作の影響を

考慮する必要がある．ただしマスクは基本的に個人で利用

するため，利用者の違いに伴う再キャリブレーションの問

題はさほど発生しないと考えられる．一方，長時間のマス

ク装着によって皮膚と触れる部分のずれが生じた場合には，

マスクをキャリブレーションした際の形状に修正するか，

再度キャリブレーションする必要がある．そのような場合

に備えて，視線制御もしくは特定の頬動作によって再キャ

リブレーションを行うコマンドをアプリケーションに実装

することが必要であろう． 

 

図 2 マスク型デバイスを用いた視線入力の様子．ソフト
ウェアキーボード上のマウスカーソルを視線で制御し，右

頬を膨らませる動作で「n」キーを押下している． 

5. 展示 

 今回のデモ展示では，開発したデバイスと視線入力を用

いてキー入力を行うアプリケーションを展示する．ただし，

来訪者にマスクを使いまわしていただくことは難しいため，

タッチセンサを取り付けたマスクを指で触れてもらうこと

で疑似的にシステムの体験をしていただく予定である．デ

バイスとの物理的な接触が伴う展示となるため，消毒用ア

ルコールなどの設置も併せて行う． 
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